
町議会
だより

編 集 長柄町議会広報編集特別委員会

ながら
主な内容

第2回定例会

定例会で決まったこと �  18

一般質問（5名） �  21

令和7年長柄町議会第2回定例会は、6月11日、12日の2日間で開催し、町長から提出された議案
等（承認3件、議案5件）は、すべて原案のとおり承認、可決されました。

また、提出された請願2件についても採択され、発議案として意見書を提出し、原案のとおり可決さ
れました。

第2回定例会　議案等審議結果一覧
議員名

議案名

結果 金
坂　

光
章

宮
坂
陽
一
郎

佐
久
間
繁
英

神
﨑　

清
美

髙
橋
智
恵
子

岡
部　

弘
安

鶴
岡　

喜
豊

池
沢　

俊
雄

本
吉　

敏
子

古
坂　

勇
人

三
枝　

新
一

柴
田　
　

孝
議決
結果

賛
成
反
対

承 認
第１号

専決処分の承認を求めることについて（長
柄町税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて）

原案
承認 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

承  認
第 2 号

専決処分の承認を求めることについて（長
柄町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例の制定について）

原案
承認 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

承　認
第 3 号

専決処分の承認を求めることについて（令
和 6 年度長柄町一般会計補正予算（第 7
号））

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第 1 号

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 2 号

九十九里地域水道企業団の規約の変更に関
する協議について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

第 2 回   定 例 会

スマートフォンはQRコードから

URL：https://www.town.nagara.chiba.jp/site/gikai/.html
議会の会議録は町ホームページで公開しています。
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第2回定例会　議案等審議結果一覧
議員名

議案名

結果 金
坂　

光
章

宮
坂
陽
一
郎

佐
久
間
繁
英

神
﨑　

清
美

髙
橋
智
恵
子

岡
部　

弘
安

鶴
岡　

喜
豊

池
沢　

俊
雄

本
吉　

敏
子

古
坂　

勇
人

三
枝　

新
一

柴
田　
　

孝
議決
結果

賛
成
反
対

議　案
第 3 号 九十九里地域水道企業団の解散について 原案

可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 4 号

九十九里地域水道企業団の解散に伴う財産
処分ついて

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 5 号

令和7年度長柄町一般会計補正予算（第1
号）

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

発議案
第1号

国における2026年度教育予算拡充に関す
る意見書について

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

発議案
第2号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意
見書について

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示

専決処分専決処分
承認第１号　専決処分の承認を求めることについて（長柄町税条例の一部を改正する条例の制定につ
　　　　　　いて）

令和6年12月27日に令和7年度税制大綱が政府において閣議決定され、地方税法等の一部を改正
する法律などの関係法律が、本年3月31日に公布されたことに伴い、長柄町税条例の一部を改正する
条例を制定しましたが、法施行日が原則4月1日の施行となる関係上、議会を開催する時間的余裕が
ないことから、同日付けでの処理、取扱いとし、地方自治法第179条第1項の規定により専決処分し
たので、同条第3項の規定により議会の承認を求めるものです。

承認第２号　専決処分の承認を求めることについて（長柄町国民健康保険税条例の一部を改正する
　　　　　　条例の制定について）

今回の改正は、令和7年度税制改正の大綱に基づき、国民健康保険法施行令及び地方税法施行令の
一部が改正されたことに準じ、国民健康保険税の後期高齢者支援金等賦課額に係る賦課限度額の引き
上げとともに、国民健康保険税の軽減措置について、5割軽減及び2割軽減の対象世帯に係る所得判
定基準を改正することとされたことに伴い、本条例の規定についても同様に改めるものです。

承認第３号　専決処分の承認を求めることについて（令和6年度長柄町一般会計補正予算（第7号））
歳入歳出予算にそれぞれ1060万2千円を追加し、補正後の予算総額を42億9791万8千円とする

ものです。
内容は、千葉県が令和5年度から実施していた防災行政無線の再整備工事が完了したことに伴い、

負担金の予算計上を行ったものです。
これらの経費は、速やかな事務処理を要し、議会を招集する時間的余裕がないことが明らかである

と認められたため、3月25日付けで専決処分をしたので議会の承認を求めるものです。
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条例の一部改正条例の一部改正
議案第１号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制
　　　　　　定について

条例規則等に規定する附属機関等に係る報酬額のうち「都市農村交流センター運営委員会会長」、「都
市農村交流センター運営委員会委員」及び「バイオマス産業都市構想策定協議会委員長」、「バイオマ
ス産業都市構想策定協議会委員」を追加するものです。

九十九里地域水道企業団に関する協議九十九里地域水道企業団に関する協議
議案第２号　九十九里地域水道企業団規約の変更に関する協議について
議案第３号　九十九里地域水道企業団の解散について
議案第４号　九十九里地域水道企業団の解散に伴う財産処分について

令和8年4月1日から九十九里地域の水道用水事業及び南房総地域の水道用水供給事業を事業統合
し、千葉県企業局が経営することになるため、事業承継等に関する規約の追加及び九十九里地域水道
企業団の解散並びに解散に伴う財産処分について、地方自治法の規定により議会の議決を求めるもの
です。

議案第５号　令和7年度長柄町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
予算現額に4248万円を追加し、補正後の予算総額を46億9748万円とするものです。

補正予算補正予算

請　願請　願

件　　名 請　願　者 紹介議員 結　　果

請願第２号
「国における2026年度教育予算の拡充
に関する意見書」採択に関する請願書

子どもたちの豊かな育ちと学びを支
援する教育関係団体千葉県連絡会
会　長　吉田　瑞穂

鶴岡　喜豊 採　択 全会一致

請願第３号
「義務教育費国庫負担制度の堅持に関す
る意見書」採択に関する請願書

子どもたちの豊かな育ちと学びを支
援する教育関係団体千葉県連絡会
会長　吉田　瑞穂

鶴岡　喜豊 採　択 挙手多数

本会議での審議の結果、下記のとおり「採択」されました。また、採択された請願に係る意見書の提
出については、議員発議の発議案として可決され、国の関係行政庁へ意見書を提出しました。

あなたも議会を傍聴しませんか
（次回定例会は 9 月 9 日（火）からの予定です。）

※当日傍聴を希望される方は、役場３階議会事務局までお越しください。
議会本会議の会議録を長柄町ホームページにて公開していますので、是非ご覧ください。

町民の皆様方のご意見、ご要望等ありましたら議会事務局までご連絡いただければ幸いです。

問い合わせ先　議会事務局　　☎35–2438
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１
．�

庁
舎
の
空
調
設
備
等

の
入
替
え
に
つ
い
て

問　

議
員

庁
舎
の
空
調
設
備
等
の
一
部
が

故
障
と
の
こ
と
で
今
期
５
億
円
を

超
え
る
予
算
を
組
ん
で
全
空
調
設

備
を
入
れ
替
え
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
故
障
箇
所
の
み
を
修
理
交
換

等
で
対
応
し
た
場
合
の
予
算
額
を

伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

現
在
役
場
内
の
空
調
設
備
は
築

二
十
数
年
経
過
し
、約
半
数
の
執
務

室
で
機
能
が
停
止
し
て
い
る
。設
備

の
老
朽
化
、部
品
の
供
給
も
終
了
の

た
め
、現
在
稼
働
し
て
い
る
箇
所
を

含
め
取
替
え
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

省
エ
ネ
設
備
の
導
入
に
よ
る
脱

炭
素
化
の
推
進
に
関
わ
る
財
源
が

本
年
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
も
あ

り
、36
％
補
助
金
を
使
い
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
。

議
員当

初
か
ら
修
理
等
は
想
定
し

な
い
形
で
、
見
積
り
す
ら
取
っ
て

ら
れ
て
い
な
い
。

答　

総
務
課
長

　

危
険
か
ご
判
断
い
た
だ
く
の
は

ご
自
身
。
冠
水
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
は
入
ら
な
い
と
い
う
周
知
を
か

ね
て
か
ら
し
て
い
る
。

４
．�

高
齢
者
の
移
動
手
段

に
つ
い
て

問　

議
員

高
齢
者
移
動
手
段
の
対
策
と
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

特
に
75
歳
以
上
の
町
内
無
料
移

動
支
援
に
つ
い
て
７
年
度
中
の
実

証
実
験
開
始
に
向
け
て
、
細
部
の

調
整
を
行
っ
て
い
る
。
９
月
議
会
に

は
必
要
な
予
算
の
計
上
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員か

ね
て
よ
り
優
先
課
題
と
し
て

挙
が
っ
て
い
る
の
に
決
め
る
の
が

遅
す
ぎ
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

　

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る

理
由
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

削
除
い
た
だ
き
た
い
。

答　

建
設
環
境
課
長

　

実
施
の
有
無
や
作
業
時
期
に
つ

い
て
は
各
道
路
愛
護
会
で
決
定
可

能
で
あ
る
旨
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改

正
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

３
．�

防
災
対
策
の
進
捗
状

況
に
関
し
て

問　

議
員

①
要
援
護
者
に
対
す
る
避
難
支
援

手
順
の
進
捗
状
況
に
関
し
て
伺
い

た
い
。

答　

町
長

　

６
月
24
日
実
施
の
避
難
行
動
要

支
援
検
討
協
議
会
に
お
い
て
最
終

案
が
策
定
さ
れ
、
町
は
そ
の
計
画

に
基
づ
き
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
地
区
を

選
定
し
、
手
法
等
を
共
有
し
つ
つ
、

同
計
画
を
町
全
体
に
拡
充
し
て
い

き
た
い
。

問　

議
員

い
ま
だ
に
手
順
す
ら
決
ま
っ
て

い
な
い
の
は
後
退
し
て
い
る
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
遅
す
ぎ
る
。

②
水
害
被
害
に
対
す
る
予
防
対
策

の
状
況
を
伺
い
た
い
。

答　

総
務
課
長

　

町
が
管
理
す
る
普
通
河
川
は
、い

い
な
い
と
理
解
し
た
。
子
育
て
支

援
、
人
口
減
少
、
移
動
手
段
の
確

保
な
ど
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
庁
舎
の
空
調
が
他
の
施

策
よ
り
も
優
先
す
る
と
い
う
お
考

え
と
受
け
取
っ
た
。

２
．�
道
路
愛
護
一
斉
作
業
と

町
の
関
係
に
関
し
て

問　

議
員

道
路
愛
護
一
斉
作
業
と
町
の
関

係
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

道
路
愛
護
一
斉
作
業
は
、
道
路

愛
護
の
精
神
に
則
り
、
自
分
た
ち

の
利
用
す
る
道
路
は
自
分
た
ち
で

維
持
・
補
修
す
る
と
い
う
共
助
の

精
神
か
ら
、
自
治
会
単
位
で
組
織

さ
れ
て
い
る
道
路
愛
護
会
が
主
体

と
な
り
実
施
し
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

問　

議
員

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
道
路
愛
護

一
斉
作
業
の
基
本
日
程
や
道
路
愛

護
奨
励
規
定
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
町
主
導
と
誤
解
さ
れ
る
の
で

ず
れ
も
県
管
理
河
川
に
接
続
し
、一

宮
川
水
系
に
関
し
て
は
千
葉
県
が

浸
水
被
害
に
対
応
す
る
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
か
ら
県
に

要
望
し
、豪
雨
時
冠
水
注
意
看
板
を

設
置
し
た
。ま
た
広
報
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
防
災
メ
ー
ル
で
も
増
水
し

た
水
路
に
近
づ
か
な
い
、冠
水
し
た

道
路
に
入
ら
な
い
な
ど
の
命
を
守

る
た
め
の
啓
発
を
実
施
中
。

問　

議
員

冠
水
注
意
だ
け
で
は
通
行
可
能

か
否
か
判
断
が
で
き
な
い
。
セ
ン

サ
ー
を
置
く
な
り
、
定
期
的
に
水

位
を
測
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
人

が
立
っ
て
注
意
喚
起
を
す
る
な
り
、

コ
ー
ン
で
通
行
止
に
す
る
な
り
す

る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
昨
年
、
町
長
と
担
当
課
長

で
浸
水
被
害
現
場
を
視
察
し
、
町

民
の
声
を
聴
い
て
い
た
だ
い
た
が
、

そ
の
際
に
せ
め
て
土
嚢
だ
け
で
も

と
い
う
要
望
に
対
し
て
も
対
策
が

一
切
取
ら
れ
て
い
な
い
。
川
や
道
路

脇
の
側
溝
の
堆
積
物
を
取
り
除
い

た
り
、
水
路
や
の
り
面
に
生
え
た

草
の
伐
採
が
効
果
的
だ
と
い
う
こ

と
は
近
隣
市
町
村
で
実
践
済
み
だ

が
そ
れ
も
い
ま
だ
一
切
対
策
が
取

宮
坂
　
陽
一
郎

宮
坂
　
陽
一
郎  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）
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１
．�

小
中
学
校
の
現
状
に

つ
い
て

問　

議
員

①
長
柄
・
日
吉
小
学
校
の
統
合
の

今
後
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
長
柄
中
学
校
の
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

③
長
柄
中
学
校
の
海
外
研
修
の
負

担
金
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

④
小
中
学
校
の
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

導
入
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

⑤
小
中
学
校
の
給
食
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答　

教
育
長

①
現
在
町
で
は
、
基
本
方
針
案
や

基
本
計
画
案
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
意
見
を
求
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
多
く
住
民
が
参
加

し
や
す
い
時
間
と
場
所
を
考
え
、

保
護
者
・
地
域
説
明
会
を
実
施
す

る
と
と
も
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

小
学
校
統
合
に
係
る
意
見
募
集
を

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
説
明
会
等
で
の
意
見

を
踏
ま
え
、
基
本
方
針
・
基
本
計

画
案
を
議
決
し
た
後
、
小
学
校
統

合
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、
開
校

に
向
け
協
議
を
始
め
る
予
定
で
、

令
和
11
年
４
月
開
校
を
目
途
に
進

め
て
い
る
。

②
現
在
あ
る
５
つ
の
部
活
動
の
現

状
で
す
が
、
吹
奏
楽
部
が
令
和
５

年
度
か
ら
休
日
に
外
部
講
師
に

指
導
を
お
願
い
し
、
活
動
し
て
い

る
。
野
球
部
と
サ
ッ
カ
ー
部
は
令

和
７
年
度
か
ら
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
と
卓
球
部
は
令
和
８
年
度
に
地

域
展
開
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

る
。

③
中
学
生
海
外
研
修
等
事
業
補

助
金
交
付
要
綱
で
は
、
総
経
費
の

70
％
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
次
代
を
担
う
中
学

生
が
外
国
で
見
聞
を
深
め
、
豊
か

な
国
際
感
覚
を
養
い
、
国
際
社
会

に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
中
学
生
を
海
外
研
修
に
派
遣

し
、
国
際
理
解
教
育
の
一
環
と
す

る
た
め
参
加
者
に
費
用
を
補
助
し

答　

町
長

①
事
業
費
は
、
国
の
林
業
構
造
改

善
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
刑
部

針
ヶ
谷
線
は
約
１
億
４
２
０
０
万

円
、
篠
網
線
は
約
５
５
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
建
設
の
目
的

は
、
主
に
間
伐
や
植
栽
な
ど
の
森

林
作
業
に
必
要
な
作
業
機
械
や
作

業
者
が
効
率
的
に
出
入
り
で
き
る

よ
う
整
備
し
、
森
林
の
適
切
な
管

理
と
保
全
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り

を
進
め
る
も
の
で
す
。

②
台
風
や
大
雨
、
降
雪
な
ど
の
自

然
災
害
や
、
そ
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
倒
木
や
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ

る
通
行
へ
の
支
障
が
な
い
か
を
確

認
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
職
員
が
現
地
へ
出
向
く
機

会
が
あ
る
際
に
は
、
そ
の
都
度
あ

わ
せ
て
状
況
確
認
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
た
対
応
を
基
本
と
し
て
い

る
。

③
６
名
の
不
法
投
棄
監
視
員
と
県

や
茂
原
警
察
署
に
同
行
い
た
だ
き

毎
月
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
る
が
、
不
法
投
棄
を
根
絶
す

る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

び
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。答　

農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

農
地
法
第
30
条
に
基
づ
き
毎
年

１
回
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
実
地
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
実
際
に
耕
作
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
、
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い

な
い
か
な
ど
、
農
地
と
し
て
の
利

用
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。
調
査

の
結
果
、
農
地
と
し
て
の
機
能
を

喪
失
し
、
再
生
困
難
と
判
断
さ
れ

る
場
合
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き

非
農
地
と
認
定
さ
れ
る
。

３
．�

林
道
刑
部
針
ヶ
谷
・

篠
網
線
の
維
持
管
理

に
つ
い
て

問　

議
員

①
林
道
刑
部
針
ヶ
谷
・
篠
網
線
の

事
業
費
・
林
道
建
設
の
目
的
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

②
林
道
刑
部
針
ヶ
谷
・
篠
網
線
の

パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
維
持
管
理
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

③
林
道
刑
部
針
ヶ
谷
・
篠
網
線
の

不
法
投
棄
監
視
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

て
い
る
。

④
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
子
ど
も

達
が
知
識
の
幅
を
広
げ
る
と
同
時

に
家
族
と
の
絆
を
深
め
る
貴
重
な

機
会
と
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

一
方
、
家
庭
の
経
済
状
況
に

よ
っ
て
は
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
利

用
が
難
し
い
保
護
者
も
存
在
す
る

こ
と
や
教
員
の
負
担
が
増
加
す

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
課
題

も
考
え
ら
れ
、
現
時
点
で
は
ラ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
導
入
の
考
え
は
な
い

が
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
も
伺

い
つ
つ
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い

く
。

⑤
現
在
、
米
な
ど
の
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
が
、
日
吉
営
農
組
合
と

年
間
契
約
し
て
い
る
た
め
安
定
し

て
納
入
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
月
１
回
が
麺
の
日
、
月

２
回
が
パ
ン
の
日
で
、
そ
れ
以
外

は
米
飯
給
食
と
し
て
い
る
。

２
．�

非
農
地
の
判
断
の
徹

底
に
つ
い
て

問　

議
員

　

農
地
法
30
条
に
お
け
る
農
地
の

利
用
状
況
に
よ
る
非
農
地
判
断
及

鶴
岡
　
喜
豊

鶴
岡
　
喜
豊  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）
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１
．�住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
い
て

問　

議
員

　

各
課
の
業
務
内
容
を
受
付
窓
口

に
表
示
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
提
案
す
る
が
、
見
解
を
伺
い

た
い
。

答　

町
長

　

各
課
の
取
り
扱
う
業
務
内
容
が

明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
各
課
の
名

称
を
分
か
り
や
す
い
よ
う
命
名
し

て
い
る
。
ま
た
、
正
面
入
口
に
総

合
窓
口
案
内
の
表
示
を
掲
げ
て
い

る
と
と
も
に
在
籍
職
員
が
ご
用
件

を
伺
い
、
担
当
課
へ
案
内
を
し
て

い
る
。
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
お
手

伝
い
を
必
要
と
さ
れ
る
方
を
お
見

か
け
し
た
際
は
、
職
員
に
よ
る
更

な
る
積
極
的
な
声
掛
け
を
実
施

し
、
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

２
．�被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

導
入
に
つ
い
て

問　

議
員

５
．�公
共
交
通
の
利
便
性
の
向

上
に
つ
い
て

問　

議
員

①
路
線
バ
ス
利
用
促
進
助
成
金
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
高
齢
者
等
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

③
高
齢
者
の
町
内
無
料
移
動
支
援

に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
伺
い
た

い
。答　

町
長

①
路
線
バ
ス
利
用
促
進
事
業
助
成

制
度
は
、
高
校
生
以
上
の
学
生
や

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
い

る
。
現
行
制
度
で
は
、
利
用
頻
度

や
需
要
、
制
度
運
用
の
安
定
的
制

約
を
踏
ま
え
、
対
象
を
特
定
し
て

い
る
。

②
年
度
当
初
の
申
請
が
集
中
し
て

い
る
場
合
、
最
大
で
２
週
間
程
度

の
時
間
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

速
や
か
に
欲
し
い
と
の
要
望
は

あ
る
が
、
確
認
作
業
に
時
間
を
要

す
る
た
め
即
日
交
付
は
難
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

③
宮
坂
議
員
へ
の
答
弁
と
同
様
で

あ
る
。

考
え
て
い
る
。

３
．�マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
と

利
用
促
進
等
に
つ
い
て

問　

議
員

①
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
促
進
の
た

め
の
広
報
活
動
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有

し
て
い
な
い
方
へ
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答　

町
長

①
こ
れ
ま
で
に
広
報
へ
の
記
事
の

掲
載
の
ほ
か
、
国
の
補
助
金
を
活

用
し
、
作
成
し
た「
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
便
性
等
を
案
内
す
る
チ
ラ

シ
」
を
窓
口
に
配
置
す
る
な
ど
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
や
利
用
促

進
を
図
っ
て
き
た
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有

す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
本
人

の
意
思
に
よ
り
任
意
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
年
７
月
末
の
保
険
証
更

新
の
際
に
町
が
マ
イ
ナ
保
険
証
の

登
録
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
自

動
的
に「
資
格
確
認
証
」
が
交
付

さ
れ
、
８
月
１
日
以
降
も
医
療
機

関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

　

被
災
者
台
帳
と
住
家
被
害
認
定

調
書
、
罹
災
証
明
書
等
の
各
種
被

災
者
の
状
況
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
で

連
携
さ
せ
、
生
活
再
建
に
係
る
業

務
全
体
を
電
子
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

共
有
・
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

災
害
時
の
行
政
手
続
き
の
迅
速

化
に
よ
り
被
災
者
の
負
担
軽
減
に

大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
町
で
は
令
和

６
年
11
月
に
県
主
催
の「
千
葉
県

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
運
用
協
議

会
」へ
参
加
し
、
今
年
度
内
に「
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
に
係
る
契

約
に
関
す
る
協
定
書
」
を
県
と
締

結
す
る
予
定
で
あ
る
。
導
入
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
住
家
被
害
認
定
調
査

や
罹
災
証
明
発
行
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
り
被
災
し
た
町
民
の
生
活
再

建
支
援
が
迅
速
と
な
る
ほ
か
、
同

じ
シ
ス
テ
ム
を
保
有
す
る
他
自
治

体
と
の
応
援
体
制
の
強
化
等
に
つ

い
て
大
い
に
期
待
で
き
る
も
の
と

で
通
り
受
診
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

４
．�使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
再

利
用
に
つ
い
て

問　

議
員

　

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

再
利
用
す
る
取
り
組
み
を
提
案
す

る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

環
境
省
が「
使
用
済
み
紙
お
む

つ
の
再
生
利
用
等
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
衛
生
的

処
理
に
よ
る
資
源
の
リ
サ
イ
ク

ル
・
リ
ユ
ー
ス
や
パ
ル
プ
の
再
生
、

資
源
化
の
活
用
方
法
を
示
し
て
お

り
、
自
治
体
の
役
割
と
し
て
、
分

別
収
集
の
促
進
、
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
導
入
へ
の
支
援
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
使
用
済
み
紙
お
む

つ
は
、
衛
生
管
理
の
面
か
ら
焼
却

処
分
を
し
て
い
る
。
使
用
済
み
紙

お
む
つ
の
再
生
利
用
等
に
つ
い
て

は
、
町
単
独
で
は
困
難
な
た
め
、

関
係
市
町
村
と
足
並
み
を
揃
え
て

ま
い
り
た
い
。

本
吉
　
敏
子

本
吉
　
敏
子  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）

23
NAGARA 2025.8



１
．�

地
方
創
生
交
付
金
の

活
用
に
つ
い
て

問　

議
員

①
諸
物
価
の
高
騰
に
対
応
す
る

施
策
と
し
て
、
物
価
高
騰
重
点
施

策
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
、
町

は
、
こ
の
交
付
金
を
有
効
活
用
す

る
方
策
と
し
て
、
今
年
度
も
地
域

応
援
券
の
発
行
を
考
え
て
い
る
か

伺
い
た
い
。

②
公
園
立
地
計
画
に
つ
い
て
、
地

方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
の
活
用

が
で
き
る
の
か
伺
い
た
い
。

③
低
所
得
者
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
へ
の
交
付
金
を
活
用
し
た
支
援

に
つ
い
て
、
対
象
者
及
び
現
状
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

町
長

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
食
料
品
な

ど
物
価
高
騰
の
影
響
に
対
し
、
町

民
の
家
計
を
応
援
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
令
和
４
年
度
か
ら
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
地
域

応
援
券
発
行
事
業
を
実
施
し
て
き

て
お
り
、
今
年
度
も
同
様
の
目
的

で
事
業
を
実
施
し
た
く
、
本
定
例

会
の
補
正
予
算
と
し
て
提
案
し
て

い
る
。

　

事
業
の
概
要
は
、
６
月
１
日
現

在
の
住
民
基
本
台
帳
を
基
準
に
一

人
当
た
り
３
５
０
０
円
分
の
地

域
応
援
券
を
配
布
す
る
も
の
で
あ

る
。
予
定
で
は
８
月
の
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
届
く
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
。

②
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
・
拠
点
整
備
タ
イ
プ
の
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
観
光
振
興
や
農
林

業
の
活
性
化
な
ど
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
地
方
創
生
を
推
進
す
る

た
め
の
拠
点
施
設
の
整
備
を
支
援

す
る
制
度
で
あ
り
、
建
築
物
及
び

建
築
物
以
外
の
施
設
が
交
付
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
本
交
付
金
は
、

原
則
と
し
て
町
が
保
有
す
る
建
築

物
と
一
体
的
に
活
用
す
る
施
設
で

あ
る
こ
と
か
が
要
件
で
あ
る
た

め
、
現
在
計
画
し
て
い
る
公
園
整

備
事
業
へ
の
直
接
的
な
活
用
は
、

ん
で
お
り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
さ
ら
に
発
展
・
拡
充
さ
せ
、
空

き
家
の
多
様
な
活
用
モ
デ
ル
と
し

て
定
着
を
図
る
と
と
も
に
地
域
経

済
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
て
い

く
。

　

空
き
家
問
題
は
、
単
な
る
住
宅

の
課
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
防
災
や

防
犯
、
景
観
の
維
持
、
さ
ら
に
は

地
域
経
済
へ
の
影
響
な
ど
、
幅
広

い
分
野
に
関
わ
る
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
地
域

や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
総

合
的
な
視
点
で
空
き
家
対
策
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
今
後
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
空
き
家
対

策
に
継
続
的
か
つ
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

２
．�

空
き
家
対
策
に
つ
い

て
問　

議
員

　

高
齢
化
や
若
者
の
町
外
転
出
等

に
よ
り
、
空
き
家
が
増
え
て
き
て

い
る
。
今
後
も
増
え
て
い
く
と
思

わ
れ
る
空
き
家
に
つ
い
て
、
町
と

し
て
の
対
策
を
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

空
き
家
の
増
加
は
、
地
域
社
会

に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
本
町
で
は
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
状
で
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

物
件
登
録
数
が
十
分
と
は
い
え

ず
、
こ
れ
が
制
度
活
用
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
昨
年
度
に
は
空
き
家
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施

し
た
。
今
後
は
、
こ
の
調
査
結
果

を
活
用
し
、
所
有
者
へ
の
働
き
か

け
を
強
化
す
る
な
ど
、
空
き
家
バ

ン
ク
へ
の
登
録
促
進
を
図
り
、
多

く
の
空
き
家
の
利
活
用
が
進
む
よ

う
努
め
る
。

　

本
町
で
は
、
空
き
家
を
活
用
し

た
起
業
・
創
業
支
援
に
も
取
り
組

現
時
点
で
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
当
該
交
付
金
の
要
件
に
は
合

致
せ
ず
、
本
町
が
計
画
し
て
い
る

公
園
整
備
に
当
該
交
付
金
を
活
用

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

③
現
在
実
施
し
て
い
る
令
和
６
年

度
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
３
万
円

の
給
付
と
当
該
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
18
歳
以
下
の
児
童
が
含
ま

れ
る
場
合
は
、
児
童
1
人
に
つ
き

２
万
円
加
算
す
る
低
所
得
世
帯
支

援
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
受
付
を

終
了
し
、
６
月
末
に
最
終
の
振
り

込
み
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

４
月
末
時
点
の
支
給
世
帯
数
は

７
１
８
世
帯
、
児
童
に
対
す
る
加

算
は
33
世
帯
57
人
で
あ
り
、
支
給

総
額
は
２
２
６
８
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

問　

議
員

　

過
去
３
回
応
援
券
を
発
行
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
率
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
。

答　

産
業
振
興
課
長

　

令
和
４
年
は
９
７
・
２
６
％
、

令
和
５
年
は
９
６
・
３
４
％
、
令

和
６
年
が
９
６
・
６
４
％
で
い
ず

れ
も
高
い
利
用
率
で
あ
る
。

佐
久
間
　
繁
英

佐
久
間
　
繁
英  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）
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１
．�

交
通
安
全
・
防
犯
対

策
に
つ
い
て

問　

議
員

①
こ
ど
も
園
や
学
校
で
は
交
通
安

全
教
室
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
町

民
に
対
し
て
の
啓
発
活
動
は
実
施

し
て
い
る
か
。

②
長
柄
町
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
条
例
に
お
い
て
、
事
業
補
助

金
の
交
付
要
綱
が
定
め
ら
れ
て
い

る
が
交
付
事
業
は
あ
る
か
。

③
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
、
防
犯
灯
等
の
設
置
は
充
実

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
。

④
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
取
組
み
の

現
状
を
伺
い
た
い
。

⑤slow
 for kids

の
取
組
み
導

入
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

町
長

①
町
交
通
安
全
協
会
の
協
力
に
よ

り
、
町
農
林
商
工
ま
つ
り
で
の
交

通
安
全
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
の
配

布
や
交
通
量
の
多
い
主
要
箇
所
の

交
差
点
に
お
け
る
街
頭
指
導
、
ま

た
地
区
社
協
が
行
う
お
楽
し
み
会

で
70
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
茂
原
警
察
署
に
よ
る
交
通
安

全
講
話
の
実
施
な
ど
、
こ
う
し
た

展
開
を
通
じ
、
継
続
的
に
地
域
の

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

事
故
防
止
に
繋
げ
て
い
る
。

②
現
在
、
町
防
犯
組
合
と
茂
原
法

人
会
長
柄
支
部
が
行
う
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
２
事
業
に
活
動
資
金
の

助
成
を
行
っ
て
い
る
。

③
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
は
、
道

路
の
形
状
や
交
通
量
な
ど
様
々
な

要
素
を
踏
ま
え
、
法
令
に
基
づ
き

設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
、
防
犯
灯
の
設
置
は
、
主

要
箇
所
へ
の
設
置
は
完
了
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
、

こ
れ
ら
の
安
全
設
備
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
設
置
基
準
や
関
係
機
関

と
の
協
議
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で

い
く
。

答　

教
育
長

④
令
和
６
年
度
は
、
長
柄
小
４

名
、
日
吉
小
８
名
の
ス
ク
ー
ル

検
査
を
行
い
、
町
民
の
生
活
環
境

の
保
全
及
び
自
然
環
境
の
保
護
に

努
め
て
い
る
。
昨
年
度
実
施
し
た

水
質
検
査
の
結
果
は
、
大
部
分
の

地
点
で
環
境
基
準
を
満
た
し
て
お

り
、
良
好
な
水
質
が
維
持
さ
れ
て

い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

④
啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
発
行
す
る
家
庭

や
事
業
者
が
日
常
生
活
や
業
務

の
中
で
実
践
で
き
る
具
体
的
な
省

エ
ネ
対
策
を
紹
介
し
た「
省
エ
ネ

メ
ニ
ュ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
す
る
ほ
か
、

町
公
共
施
設
で
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
を
実
施
し
て
い
る
。
支
援

施
策
に
つ
い
て
は
、
家
庭
に
お
け

る
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
加

え
、
電
力
の
強
靭
化
を
図
る
た
め

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
等
を

導
入
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
。

い
。答　

教
育
長

①
本
町
で
は
、
平
成
24
年
度
に
全

国
で
登
下
校
中
の
児
童
生
徒
が
死

傷
す
る
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し

た
こ
と
か
ら
平
成
25
年
度
に
通
学

路
の
安
全
確
保
に
向
け
た「
通
学

路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策

定
し
た
。
各
小
中
学
校
で
は
毎
年

春
に
危
険
箇
所
の
報
告
を
保
護

者
か
ら
吸
い
上
げ
、
そ
の
内
容
を

と
り
ま
と
め
、
夏
に
関
係
機
関
と

現
地
へ
行
き
、
合
同
点
検
を
実
施

し
、
秋
以
降
に
順
次
改
善
を
図
っ

て
い
く
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い

る
。答　

町
長

②
道
路
へ
の
不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
回

収
や
通
行
支
障
と
な
る
竹
木
の
迅

速
な
伐
採
な
ど
生
活
環
境
美
化
の

推
進
の
た
め
美
化
作
業
員
の
配
置

を
行
う
こ
と
と
し
た
。　

　

現
在
の
と
こ
ろ
応
募
が
な
い

が
、
募
集
を
継
続
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

③
町
内
河
川
の
う
ち
過
去
に
大
規

模
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
た
下
流
や

３
本
あ
る
主
要
な
河
川
の
行
政
界

付
近
な
ど
の
合
計
９
地
点
で
水
質

ガ
ー
ド
が
児
童
の
安
全
な
登
下
校

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

主
な
活
動
は
、
年
間
を
通
し
て
小

学
生
の
登
下
校
時
に
パ
ト
ロ
ー

ル
・
見
守
り
を
し
、
児
童
の
安
全

を
見
守
っ
た
り
、
危
険
個
所
に
防

犯
用
立
て
看
板
を
設
置
し
て
い

る
。答　

町
長

⑤
本
町
に
お
い
て
も
、
既
に
活
動

を
始
め
て
い
る
近
隣
町
村
を
参
考

に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

２
．�

生
活
環
境
の
整
備
に

つ
い
て

問　

議
員

①
児
童
、
生
徒
の
通
学
路
の
危
険

個
所
な
ど
の
把
握
・
整
備
に
つ
い

て
現
状
を
伺
い
た
い
。

②
令
和
７
年
度
か
ら
美
化
作
業
員

を
配
置
し
、
美
し
く
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
る
と
あ
る
が
、
取

組
み
を
伺
い
た
い
。

③
町
内
河
川
の
水
質
検
査
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

④「
脱
炭
素
化
社
会
」
へ
向
け
て
、

役
場
庁
舎
の
改
修
を
行
う
以
外
に

町
民
や
町
内
事
業
所
に
向
け
て
の

啓
発
は
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た

髙
橋
　
智
恵
子

髙
橋
　
智
恵
子  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）
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